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環境保全活動について 

 

沼津市環境政策課長  相磯 幸代 

 

新年あけましておめでとうございます。 

日ごろより、沼津地区環境保全協議会の皆様には、本市の環境行政並びに

環境保全につきまして、ご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

今年は天皇陛下の退位、皇太子の即位があり、日本にとって節目の年を迎

えます。皆さんにとって「平成」は、どのような時代だったのでしょうか。

スポーツ界では、テニス、卓球、バトミントン、野球に加え、水泳、フィギ

アスケートなど本当に多くの若い選手が世界で活躍し、頼もしく励まされた

方も多かったことと思います。 

 

一方で、身の回りに目を移せば、工業化に邁進した「昭和」のつけが「平

成」に回ってきたのか、自然の猛威という点で「これまで経験したことのな

いようなこと」が多くなってきたのではないのでしょうか。昨年大きな被害

を出した７月豪雨など「これまでに経験したことのない規模の台風や大雨」 

「これまでに経験したことのない多発する猛暑日」ヒアリやセアカゴケグモ

などの「これまで知らなかった人間に害を及ぼす外来生物の侵入」など。便

利で効率的な生活から排出された温室効果ガスが地球温暖化を引き起こし、

気候の仕組みや生態系に異変が起こってしまったようです。 

 

現在、沼津に住む私たちは、緑豊かな山々、変化に富んだ美しい海岸や千

本松原に囲まれて、きれいな空気、柿田川の湧水、実り豊かな大地や駿河湾

からの産物などの自然の恩恵を享受しています。この自然環境を守り、次世

代に引き継ぐことは、私たちの責任でもあります。 

 

沼津市環境政策課では、環境保全係が、市内河川や地下水の水質・大気・

ダイオキシン類及び自動車騒音等の常時監視や工場への立入り検査を行い、

生活環境を把握し、公害の未然防止を図るなどの環境保全に努めております。

また、環境企画係では、新エネルギー・省エネルギーの導入促進、環境教育

を行うなど環境負荷低減に向けた取り組みをしております。そして地域に密

着した環境活動やエコ活動につきましては、これからも市民や事業者、沼津

地区環境保全協議会の皆様と協働して楽しく長く幅広く進め「これまでに経

験したことのない◯◯」が増えないように環境保全に努めて行きたいと考え

ております。今年も引き続き、よろしくお願いいたします。 

 



沼津地区環境保全協議会視察研修会

　 宇宙航空研究開発機構　調布航空宇宙センター及び

サントリー㈱サントリー 〈天然水のビール工場〉 東京・武蔵野ブルワリー

１．宇宙航空研究開発機構　調布航空宇宙センター

・施設概要

　　　　所在地    ： 東京都調布市深大寺東町７－４４－１
　　　　開館時間 ： １０：００～１７：００　
　　　　休館日    ： 土・日・祝日・年末年始（１２/２９～１/３）

・展示室の紹介：
　　①ビデオゾーン　 ②航空ゾーン      ③スペース・ミッション・シミュレータ
　　④宇宙ゾーン　　 ⑤試験設備ゾーン　⑥航空の歴史ゾーン

　　　　富士通株式会社　沼津工場　村越　廣男

　朝の空気に爽秋の気配が感じられる9月27日（木）に、沼津地区環境保全協議会で、東京都調布市
にある宇宙航空研究開発機構調布航空宇宙センター及び府中市にあるサントリー㈱サントリー 〈天
然水のビール工場〉 東京・武蔵野ブルワリーを訪問しました。

　調布航空宇宙センターは、JAXAの中で航空技術の研究を推進する唯一の拠点となっており
ます。航空から宇宙まで、将来に向けた新しい技術を作り出すための基礎的な研究や試験・解
析のための共通的な技術基盤の向上に努めていて、これらの研究を推進するための大型の試
験設備を有し、維持・向上や試験法などの開発を推進しています。また屋外にはＹＳ－１１コック
ピットの展示物もあります。



・展示物の見学風景

・航空技術の問題、また展示物について案内係の方に分かり易く説明して頂きました。

・スペース・ミッション・シミュレータは自分達で運転操作が出来、地球から月面に行くことが

　出来ます。途中着陸に失敗しましたが乗組員全員無事に地球に帰還出来ました。

・屋外展示：ＹＳ－１１コックピット展示

・屋外には当時の姿でＹＳ－１１の胴体前方部（コックピット）の展示があります。

・感想

　調布航空宇宙センターでは航空科学技術に力をいれていまして、航空輸送量は今後20年間
で約２．６倍になると試算されています。それに伴いCO2削減、空港周辺の騒音、航空機による
環境負荷の増大等の様々な課題があります。それらの課題解決に向けて色々な技術で解決に
向けた研究をしているそうです。騒音やCO2削減には機体の空気抵抗を無くすのが課題解決に
つながるようですが、同時にコスト削減も考えられていてます。理想的な形（コスト考慮）での成
果に向けて研究に取り組んでいました。

ビデオゾーン 航空ゾーン 

スペース・ミッション・シミュレータ ３枚 

屋外展示（ＹＳ－１１） ＹＳ－１１のコックピット 

試験設備ゾーン 

ＹＳ－１１説明 

集合写真 



２．サントリービール㈱　
サントリー 〈天然水のビール工場〉 東京・武蔵野ブルワリー

・施設概要

　　所　在　地　：　東京都府中市矢崎町３－１

　　電話受付時間：　９：３０～１７：００　（年末年始・工場休業日を除く）

■　厳選された素材

　　　・麦芽　（　粒選り麦芽１００％使用　）

　　　・ホップ　（　欧州産アロマホップ１００％使用　）

　　　・天然水　（　天然水醸造　）

■　つくりのこだわり

　　　・製法　　素材選び　⇒　仕込　⇒　発酵　⇒　貯酒　⇒　ろ過　⇒パッケージング

　　　※仕込工程にダブルデコクション製法、アロマリッチホッピング製法を採用

・見学風景

・ビールの製造工程を丁寧に案内係の方に説明して頂きました。

・感想

サントリー 〈天然水のビール工場〉 東京・武蔵野ブルワリーは、1963年に開設されたサントリー
初のビール工場です。ザ・プレミアム・モルツもこの工場で誕生しております。厳選された素材と
して、麦芽（粒選り麦芽１００％使用）、ホップ（欧州産アロマホップ１００％使用）、天然水を使
い、醸造家のこだわりによる丁寧な製造にてビールづくりを行っています。

　ビジネスを行う上では効率化、合理化が求められていますが、サントリー 〈天然水のビール工
場〉 東京・武蔵野ブルワリーではおいしいものをつくるために、素材の厳選、手間暇をかけた丁
寧な製造方法と強いこだわりを感じました。また環境面において「ごみゼロ継続への取り組み」
として再資源化を追求していてビール瓶、ラベルの再加工や、工場従業員の作業服は使用済
みのペットボトルの再生材が利用されていていて環境への取り組みについても力を入れている
ことが分かりました。

集合写真 見学１ 見学２ 



沼津地区環境保全協議会視察研修会

静岡県富士山世界遺産センター
富士山朝霧バイオマスシステムプラント

１．静岡県富士山世界遺産センター

・施設概要

　　　　所在地　　： 静岡県富士宮市宮町5番12号
　　　　開館時間 ： 通 常 9:00 ～ 17:00　　7,8月 9:00 ～ 18:00(最終入館は、閉館30分前)
　　　　休館日　　： 毎月第三火曜日、施設点検日、年末年始期間(要確認）

・常設展示の紹介：

　　　(株)フジクラ沼津事業所　　久保田　昌宏

   12月上旬とは思えぬ暖かな朝、沼津地区環境保全協議会会員による県内研修を静岡県富士山世
界遺産センターと富士山朝霧バイオマスシステムプラントへの視察研修を行いました。

  静岡県富士山世界遺産センターは、世界遺産の根拠となる「世界遺産条約（国際条約）」に規定されてい
る、世界遺産を「保護し、保存し、整備し及び将来の世代へ伝えることを確保する」拠点施設であり、地上5
階建ての施設は北棟、西棟、展示棟から構成され、展示棟では、１階から５階（最上階）を繋ぐらせんス
ロープを登りながら展示を鑑賞（擬似登山体験をイメージ）でき、省エネ化として地下水を水盤に利用する
とともに、空調の熱源にも利用するなど、最大限の省エネを行っている。

   １ 登拝する山（展示棟1～5階)　２ 荒ぶる山（展示棟5階）　３ 聖なる山（展示棟4階）
   ４ 美しき山（展示棟4階）　　５ 育む山（西棟3階）　　６ 受け継ぐ山（北棟3階）　

☆シンボルマーク 



・施設の見学風景
1センターに到着 2 登拝する山（展示棟1～5階）

3 荒ぶる山（展示棟５階） 4展示ホールにて（展示棟５階）

・コメント

・広大な太平洋を囲む「火の輪」山と人

類との出会いは、およそ3万5千年前。 

富士山と人との出会いの物語を紹介。 

・タイムラプスの映像を見ながら全長193

ｍのらせんスロープを上ることで、静岡県

の特色である海からの富士登山を疑似

体験ができる。 

  古くから日本人の信仰の象徴とされてきた富士山が世界遺産に登録され早や五年が経ち、さらなる富士

山の魅力と神秘さを伝えるためにこの施設は建てられ、近代的なモチーフでも有るが建材には富士ヒノキ

を使用するなど地産地消にも意識し建てられている。またこの場所から湧き出る富士山からの湧水の利

点、年間水温摂氏14度前後という特徴を生かし水冷チラーを用いて熱交換後、館内の空調に使用するな

ど年間を通して環境にやさしい施設となっている。 

  今後も、富士山のもつ魅力を発信して頂き、この施設を訪れた人々が少しでも自然環境を意識するよう

なＰＲを今後も継続してほしいと思う次第です。 

・数々の展示物を熱心に視察するメン

バー。 

・センターに到着した沼津地区環境保全

協議会メンバー。 



２．富士山朝霧バイオマスシステムプラント

・施設概要

・発電設備 ガス発電設備（燃料：メタンガス 発電機出力 50kW）

・糞尿処理（20ｔ/日）

・モデル事業プラント説明を受ける。 ・糞尿の受入れ。 

  富士宮市・朝霧地域は都道府県でも有数の酪農地帯であり、約50 戸の酪農家、約5,000 頭の乳牛が 

飼養され、地域産業として集約的な酪農業が営まれている。しかしながら、牧草地の面積に対して飼養 

頭数が過密であることから、近年は乳牛のふん尿による地下水汚染が懸念されています。朝霧地域で 

排出される乳牛のふん尿を原料としたバイオマス発電プラントを建設し、プラントから排出される消化液 

は浄化センターにて適正処理を行い、ガス発電設備により発電を行い浄化センターへ送電するなど、    

CO2 削減と地下水汚染の低減を目的として建設された環境省の実証実験施設です。 

液肥の試

験使用 

家畜の糞尿 

富士山朝霧バイオマスプラント・イメージ 

富士宮市・朝霧地域の牧場 消化液の処理 
（市下水処理場） バイオマス発電プラント 

電力供給(託送) 

（市下水処理場） 

  このモデルプラントでは、家畜ふん尿から得られるメタンを活用したバイオマス発電が展開され再生可

能エネルギーとしての循環型社会構築に大きく寄与されている施設となっています。 

 また特に近年過剰施肥による地下水汚染の課題に関しては、解決モデルとして同様の課題を抱える地

域へのお手本としての波及効果が期待できるのではと思われます。 
 

https://2.bp.blogspot.com/-GUgdEctld5o/VXOTfwppjmI/AAAAAAAAuAY/LH-o7SNo-Eg/s800/bokujou.png
https://www.irasutoya.com/2016/02/blog-post_934.html
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☆平成３０年 ５月２３日 

【総会記念講演会】 

   （１）「富士山・愛鷹山の地下水の特徴とエネルギー利用」について 

講 師： 静岡県環境衛生科学研究所 

             環境科学部 環境科学班 主査 神谷貴文 氏 

 

☆平成３０年 ７月 ３日 

【理事会】   （１）視察研修会について 

        （２）第１５７号「水と空」の企画について 

          （３）富士通株式会社沼津工場見学 

   

 

☆平成３０年 ９月２７日 

【環境関連県外施設視察研修会】 

    （１）宇宙航空研究開発機構 調布航空宇宙センター（東京都調布市） 

    （２）サントリー㈱ 武蔵野ビール工場 （東京都府中市） 

 

 

☆平成３０年１２月 ４日 

【環境関連県内施設視察研修会】 

（１）静岡県富士山世界遺産センター（静岡県富士宮市） 

    （２）富士山朝霧バイオマスシステムプラント（静岡県富士宮市） 

 

 

☆平成３１年１月２１日 

  【機関誌の発行】  水と空 第１５７号発行 

 

 


